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木曽岬町議会だより

中学生にとって魅力のある町とは…？

教えて！ 中学生の皆さん教えて！ 中学生の皆さん
２月８日（水）午後、木曽岬中学校で「中学生とのふるさと懇談会」に臨みました。

この懇談会では、８名の町議会議員がそれぞれのグループに分かれ、
中学生から次のテーマで意見を聞かせていただきました。

１
． 公
共
施
設
が
充
実

例
え
ば
ス
タ
ジ
ア
ム
。

運
動
が
出
来
る
広
い
公
園
も
あ
っ
た
ら

嬉
し
い
。

２
． イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん

そ
う
い
え
ば
冬
の
イ
ベ
ン
ト
っ
て
無
い

よ
ね
。

３
． 安
心・安
全

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
！

５
． 教
育
環
境
の
整
備

高
校
や
大
学
が
あ
る
と
良
い
な
。

４
． 公
共
交
通
機
関
が

 

発
達
し
て
い
る

電
車
が
通
っ
て
い
る
町
か
な
。
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木曽岬の自慢は…？

堤防

桜

祭り

トマト

祭りが多い祭りが多い 治安が良い治安が良い

役場がキレイ役場がキレイ コンビニが出来た！コンビニが出来た！

バスが便利バスが便利 学校がキレイ学校がキレイ

名古屋に近い名古屋に近い 自然が多い自然が多い

教育環境が良い教育環境が良い

その他にも！
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町のため、自分が出来ること

•
交
通
安
全
に
努
め
る

•
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

•
マ
ナ
ー
を
守
る

より良い町へ

•
周
り
の
人
へ
の
挨
拶

•
行
事
に
積
極
的
に
参
加
す
る

地域との関わり

•
ポ
イ
捨
て
し
な
い

•
野
焼
き
を
し
な
い

•
ゴ
ミ
拾
い
の
活
動
に
参
加
す
る

環境を守る

クリーン大作戦

あおいそら運動 輪中駅伝

交通安全
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意見交換中．．．

　１時間という短い間でしたが、中学生の色々な意見を聞けたことは私たち議員にとって
も新鮮で良い経験となりました。
　生徒の皆さんからいただいた貴重なご意見は、今後議員間で話し合い、町執行部へ提案
をするなど、意見意向を反映できるよう活動していきたいと思っています。
　このような貴重な場を設定し、準備や当日の運営などをしていただきました学校関係者
の皆様方には心より感謝申し上げます。

町議会議員一同

ふるさと懇談会を終えて
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木曽岬町議会だより

見える
予算
見える
予算

　
「
令
和
５
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
」
は
、
総
額
３１
億
６
千
万
円

前
年
度
比
5.7
％
増
で
す
。

　

こ
の
予
算
は
、
町
の
第
５
次
総
合
計
画
に
掲
げ
る

　
「
暮
ら
し
を
守
り　

豊
か
な
心
と
活
力
を
育
む　

き
ず
な
深
め
る

ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
の
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

基
本
方
針

　

•
安
全
・
安
心
な
生
活
の
場
づ
く
り

　

•
い
き
い
き
と
し
た
暮
ら
し
づ
く
り

　

•
豊
か
な
心
を
育
む
人
づ
く
り

　

•
暮
ら
し
を
支
え
る
生
活
基
盤
づ
く
り

　

•
活
力
を
高
め
る
産
業
づ
く
り

　

•
自
立
し
た
地
域
と
行
政
の
ま
ち
づ
く
り

〇主なソフト事業、計画策定など
•再生可能エネルギー導入目標策定計画事業

1,000万円
•障がい者計画・障がい福祉計画・

障がい児福祉計画策定事業　500万円
•第2次自殺対策推進計画策定事業

450万円
•シティプロモーション事業 700万円
•ローカルスタートアップ・エコシステム構築事業

500万円

③公共下水道施設長寿命化事業等
1億1400万円

東部地区クリーンセンター

令和5年度は、汚泥脱水機の交換をします。

③

シティプロモーション事業により、サンリオとのコラボをします。
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小学校

中学校

役場

中央幹線排水路

令和５年度 当初予算

マークは注目の予算

〇その他のハード整備事業
•道路整備事業　　5700万円
•橋梁整備事業　　1850万円
•防災行政無線（同報系）
　　長寿命化事業　3400万円

川先排水機場

桜並木維持管理費
1250万円

①中央幹線排水路長寿命化事業
350万円

町体育館高圧受電設備、
放送設備更新事業
2000万円

②湛水防除事業
　（川先、近江島排水機場更新）

2400万円

① ②
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木曽岬町議会だより

後藤紀子
委員

伊藤　守
副委員長

鎌田鷹介
委員長

加藤眞人
委員

服部芙二夫
委員

古村　護
委員

令和５年度当初予算 一般会計

■こども園費
会計年度1名分の中に看護師1名とあるが、配置のめどは立っているのか。予定す
る単価で人を雇用するのは難しいのではないか。

質問

来年度園に看護師を常駐してもらう必要が生じたため、予算計上したもので、現在、
ハローワークに求人を出している段階です。

答弁

■新型コロナウイルス感染症
　自宅療養者訪問看護支援事業

今年の５月８日から２類相当から５類になるが、その場合予算に変動があるのか。質問

３月に国が具体的な方針を示し、その後県がフォローアップをどのようにするか決
めることになっています。
今のところ、これまでの考え方を継続する形で予算編成をしましたが、５月８日以
降に見直しをする場合があるかもしれません。

答弁

■町体育館経費
体育館の「高圧受電設備」の更新に際して、どれくらい
の工事期間を見込んでいるのか。　また、その間、利用
者への影響は考えられるか。

質問

変圧器の納品に少し時間がかかるようで、年度内で中学校の高圧受電設備と一緒に
取り替えたいと考えています。
工事に伴う体育館の停電については、２～３日で済むと考えていますので、年末や
冬休みなど学校などに迷惑が掛からない時期を考えて施工したいと思います。

答弁

■環境衛生費
再生可能エネルギー導入目標策定事業導入
委託は単年で完了するのか。

質問

令和5年度中に策定する予定です。答弁
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教育民生常任委員会教育民生常任委員会
主な内容を重点にご紹介します。

3月7日（火）

令和4年度補正予算 一般会計

■福祉タクシー助成事業
当初予算より減額されるが、予定より利用者の数が少な
かったのか？

質問

予算では、160人（1人1月4枚×12カ月分）を見込み
ましたが、実際の申請者は156人で、6356枚を配布し
ましたが、利用枚数は478枚でした。

答弁

令和4年度補正予算 介護保険特別会計

■保険サービス等諸費
居宅介護サービス事業で2700万円増額しているが、
なぜか。

質問

訪問介護680万円（135人分）、通所823万円（113人分）、
短期入所・生活介護799万円（79人分）の3つの内容が
増額しました。

答弁
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木曽岬町議会だより

令和５年度当初予算 一般会計

■都市下水路費
都市下水路費において、富田子地内の堆積物の清掃
費用を計上しているとのことであるが、対象区域は
どの程度の施工をするのか。

質問

施工箇所は、富田子地区内の県道の西側から国道23
号をくぐって、中央幹線まで繋がっている水路です。
延長距離は約150m。面積として300㎡程度になると考えています。
昨年度一部堆積土砂を撤去しましたが、取りきれなかった残りを今回予算計上して
います。

答弁

■道路橋梁維持費
町道鍋田川線の舗装工事で予算が計上されています
が、毎年のように工事を行うのはなぜか。

質問

町道鍋田川線は、延長が長く非常に交通量が多い路
線です。延長が長いため、過去から補助金を使うな
ど数年間に分けて舗装の打換え工事を行っており、昨年、一通り工事が終わったと
ころですが、最初の頃に打ち換えた舗装がかなり傷み始めています。
このまま放っておくとせっかく作り直した舗装の下の路盤の部分まで壊れてしまう
ので、表面部分の舗装の修繕を傷んでいるところから順番に修繕を行っていく予定
です。

答弁

後藤紀子
委員

伊藤　守
委員

加藤眞人
委員

古村　護
副委員長

伊藤好博
委員

三輪一雅
委員長

■木曽岬干拓事業推進費
１億円に増額した理由は。質問

条例により、対象の事業所に対して奨励金を
交付するものです。
今回その対象の事業者は、木曽岬干拓地に操
業開始されたESR（株）です。
この条例で奨励金として交付する金額は、納付された固定資産税の3分の2に相当
する額です。

答弁
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総務建設常任委員会総務建設常任委員会
主な内容を重点にご紹介します。

3月9日（木）

令和4年度補正予算 一般会計

■湛水防除費
しゅんせつの減額が大きいがなぜか。質問

川先排水機場の遊水池は－5.2ｍまでのしゅ
んせつを要望していたが、実施設計における
現地調査において護岸矢板から5ｍの部分に
ついては、－4.5ｍまでしかしゅんせつできな
ことが判明ししゅんせつ量が見込みから大き
く減ったためです。

答弁

■住宅管理費
空き家バンクの登録件数が３件とのことだが、町内のそ
れ以外の空き家に対する対応状況と、町内の最新の空き
家件数を把握していたら教えて欲しい。

質問

空き家バンクへの登録について、３件の登録物件のほか、
４件の申し込みがありましたが、物件の片づけができていないなど、所有者の諸事
情により手続きが進んでおりません。その他の町内の空き家所有者に対しても空き
家バンクへの登録を呼びかけてはいますが、恐らく同じような理由により申請が行
われていないと推察されます。
また、町内の空き家件数については、３年前に実態調査を行って以降は実施してお
りませんが、現在、空き地に対するアンケートを行うための準備を優先して進めて
いますので、それが終わった以降に、空き家の実態についても精査をしていきます。

答弁

■防犯事業経費
以前中学生との懇談会で、防犯灯が少ないという意見が
出ていたが。

質問

防犯灯については、第２期人口ビジョン・総合戦略の「防
犯灯を増やして明るいまちづくり」という施策に基づき、
増設をしています。今後、5年間で約200基の防犯灯を
増設するという計画で進めているところです。

答弁
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木曽岬町議会だより

一
般
質
問

一
般
質
問

こ
こ
が

聞
き
た
い

６
名
の
議
員
が
質
問

ペ
ー
ジ
数

14●
防
犯
対
策
に
つ
い
て

●
地
域
消
防
力
の
充
実
強
化
に
つ
い
て

２
番
議
席  

古
村　

護 

議
員

ペ
ー
ジ
数

15●
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て

●
町
の
防
災
に
つ
い
て

８
番
議
席  

三
輪
一
雅 

議
員

ペ
ー
ジ
数

17●「
こ
ど
も
基
本
法
」
に
基
づ
く
対
応
と
取
り
組
み
に

　
つ
い
て

３
番
議
席  

鎌
田
鷹
介 

議
員

ペ
ー
ジ
数

13●
女
性
管
理
職
の
比
率
つ
い
て

１
番
議
席  

後
藤
紀
子 

議
員

ペ
ー
ジ
数

16●
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
し
て
い
ま
す
よ

●
将
来
の
学
校
教
育
に
つ
い
て

６
番
議
席  

伊
藤　

守 

議
員

ペ
ー
ジ
数

18●
木
曽
岬
町
防
災
対
策
に
つ
い
て

９
番
議
席  

伊
藤
好
博 

議
員

　
こ
の
記
事
は
、
通
告
順
に
掲
載
し
、
質
問
議
員
本
人
が
作
成

し
た
原
稿
を
議
会
広
報
常
任
委
員
会
が
編
集
し
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
掲
載
文
は
紙
面
の
都
合
で
要
約
（
約
五
〇
〇
文
字
）

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
一
般
質
問
の
議
事
録
は
木
曽
岬
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
順
次
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
議
案
と
は
関
係
な
く

町
政
全
般
に
わ
た
っ
て
町
長
等
の
考
え
方
や
意
見

を
求
め
る
も
の
で
す
。
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ここが聞きたい

一般質問
議会だより

イ
マ
ド
キ

こ
れ
で

い
い
の
か
！？

な
い
わ
ぁ・・・

ム
リ
ム
リ

　
女
性
管
理
職
の
比
率
に
つ
い
て

質
問
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
議
員
に
な
っ
て
、
こ
の
場
所
に

立
っ
た
時
に
も
の
す
ご
く
違
和
感

を
感
じ
ま
し
た
。

　
女
性
活
躍
が
叫
ば
れ
る
こ
の
時

代
に
女
性
の
課
長
が
一
人
も
い
な

い
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　
ど
う
い
っ
た
経
緯
で
こ
の
状
況

に
な
っ
て
い
る
の
か
、
町
長
の
考

え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
結
果
と
し
て
こ
こ
数
年
、
偶
然

に
女
性
の
課
長
が
い
な
い
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
し
て
、
次
の
時
代
を
担

う
世
代
の
幹
部
候
補
職
員
に
は
男

性
、
女
性
問
わ
ず
近
い
将
来
、
管

理
職
と
な
っ
て
、
今
後
大
い
に
活

躍
を
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期

待
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
、

管
理
職
に
つ
い
て
男
性
、
女
性
を

比
率
で
考
え
る
こ
と
に
は
疑
問
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
女
性
で
も
か
な
り
能
力
の
高
い

方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
う
ん
で
す
ね
。

　
そ
れ
な
の
に
た
ま
た
ま
男
性
ば

か
り
が
課
長
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
、
男
性
女
性
職
員
問
わ
ず
、

同
じ
よ
う
に
期
待
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
し
、
デ
リ
ケ
ー

ト
な
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
以
上
私
か
ら
の
答
弁
は
控
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
答
弁
を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
い
う
の
は
、
こ
れ
以
上
質
問
す

る
な
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　
ご
意
見
は
結
構
で
ご
ざ
い
ま
す

け
ど
も
、
私
の
立
場
か
ら
は
控
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

進まぬ女性活躍・・・

答弁は控えさせていただきます

低すぎる女性管理職比率

政府の目標は３割後藤紀子議員1番議席

質問答弁再質問

再質問 再答弁再答弁
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今回は、「安全安心な生活の場づくり」に
関する質問をしました。

　

令
和
３
年
の
警
察
庁
犯
罪
統
計

で
は
、
住
宅
へ
の
侵
入
窃
盗
の
う

ち
、
忍
び
込
み
や
居
空
き
と
い
っ

た
在
宅
中
を
狙
っ
た
も
の
は
３５
％

を
占
め
、
在
宅
中
で
も
鍵
を
か
け

る
必
要
が
あ
る
。

　

地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
を
活
用
し
た
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
加
え
、

玄
関
ド
ア
の
１
ド
ア
２
ロ
ッ
ク
や
、

窓
の
ク
レ
セ
ン
ト
カ
ー
ド
等
、
各

家
庭
が
進
め
る
防
犯
対
策
の
周

知
・
啓
発
や
、
自
主
・
自
発
的
に

進
め
る
防
犯
対
策
へ
の
補
助
金
等

の
考
え
は
あ
る
か
お
聞
き
し
ま
す
。

　

地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
を
活
用
し
た
安
全

安
心
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
一
環
と

し
て
、
町
内
と
町
外
を
結
ぶ
主
要

連
絡
道
路
の
す
べ
て
に
、
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

防
犯
も
、
ま
ず
は
自
分
で
で
き

る
防
犯
対
策
を
行
い
、
犯
罪
に
強

い
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
、
各
家
庭
に
お
け
る
防
犯

対
策
の
事
情
も
異
な
り
、
補
助
金

を
交
付
す
る
と
い
っ
た
考
え
は
な

い
で
す
。

犯罪に強い地域づくりを進める

町の防犯対策の
現状と今後

　

消
防
の
常
備
化
が
進
展
し
て
い

る
今
日
で
も
、
消
防
団
は
地
域
の

消
防
防
災
に
お
い
て
果
た
す
役
割

は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
地
域
に

お
け
る
消
防
力
・
防
災
力
の
向
上
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
消
防
団
員
の
減
少
の

加
速
等
が
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
地

域
消
防
力
の
充
実
に
向
け
た
消
防

団
の
あ
り
方
や
処
遇
の
改
善
の
状

況
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

地
域
防
災
の
中
核
と
し
て
消
防

団
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
そ
の

活
動
は
、
火
災
、
風
水
害
、
大
規

模
災
害
、
水
防
活
動
や
人
命
救
助
、

災
害
広
報
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。

　

本
町
の
消
防
団
は
、
消
防
団
員

数
は
確
保
し
て
い
る
が
、
経
歴
年

数
が
長
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

町
も
、
出
動
報
酬
の
引
上
げ
等

の
条
例
改
正
を
行
う
な
ど
、
団
員

の
処
遇
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

消防団員の処遇改善を進める

古村　護議員2番議席

質問

答弁答弁

質問

地域消防力の
充実強化と課題は

←
窓
の
ス
ト
ッ
パ
ー

←
ド
ア
の
２
ロ
ッ
ク

消
防
放
水
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ここが聞きたい

一般質問
議会だより

三輪一雅議員8番議席

　

積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て

頂
い
た
こ
と
で
、
こ
の
数
年
は
１

億
円
を
超
え
る
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
付
を
し
て
頂
け
る
ま
で
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
の
取
り
組
み
は
ど
の
様
に

す
す
め
ら
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
寄
付
金
の
活
用
は
旧

南
部
保
育
園
の
改
修
費
用
く
ら
い

で
、
そ
の
後
活
用
な
さ
れ
な
い
ま

ま
基
金
に
積
み
立
て
て
い
る
わ
け

で
す
が
、
今
後
の
活
用
は
ど
の
よ

う
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

　

Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
や
動
画
サ
イ
ト
の
木
曽
岬
チ

ャ
ン
ネ
ル
で
の
返
礼
品
の
紹
介
、

専
門
雑
誌
へ
の
記
事
の
掲
載
な
ど

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
一
層
Ｐ

Ｒ
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
う

し
た
中
、
今
年
度
の
寄
付
額
は
１

億
５
０
８
０
万
円
と
過
去
２
番
目

に
多
額
の
寄
付
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

活
用
に
つ
い
て
は
、
喫
緊
の
課

題
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
人
口
減

少
、
子
化
対
策
を
は
じ
め
と
す
る

町
の
主
要
な
事
業
に
活
用
す
べ
く

検
討
を
重
ね
、
し
か
る
べ
き
時
に

活
用
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

昨
年
度
の
決
算
で
３
．
１
億
円

の
積
み
立
て
、
今
年
度
分
も
合
わ

せ
る
と
３
．
９
億
円
程
の
積
み
立

て
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
町
民
の

為
に
な
っ
て
お
ら
ず
も
っ
と
積
極

的
に
活
用
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

　

少
子
化
対
策
に
お
い
て
は
国
の

施
策
を
見
極
め
て
か
ら
新
年
度
に

臨
み
た
い
。
そ
の
他
の
施
策
に
つ

い
て
も
優
先
度
を
つ
け
て
積
極
的

な
活
用
を
考
え
て
ま
い
り
た
い
。

ためるだけではお金が生きてこない

積極的に活用するため検討をしていく

650品目を超える
返礼品の数々

3.9億円は
もっと有効活用出来るはず

質問

再質問

答弁

※

他
に「
町
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
」

　

も
質
問
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
な
ど

町
民
の
た
め
に

使
っ
て
い
く

べ
き

再答弁
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過度の情報となることから設置しない

時代の変わり目がきています 伊藤　守議員6番議席

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
て
い
る
町
だ
ヨ
！

防犯カメラが
せっかくついているのに！

　

木
曽
岬
町
に
防
犯
カ
メ
ラ
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
れ
だ
け

の
人
が
認
識
し
て
お
ら
れ
る
か
。

最
近
凶
暴
な
犯
罪
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
日
本
語
と
外
国

語
で
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ

り
、
少
し
は
犯
罪
が
少
な
く
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

看
板
設
置
に
つ
い
て
は
安
全
な

町
、
安
心
で
き
る
町
の
Ｐ
Ｒ
看
板

を
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
中
１０
か
所

に
設
置
し
防
犯
カ
メ
ラ
セ
ン
サ
ー
、

本
体
に
も
カ
メ
ラ
作
動
中
の
ス
テ

ッ
カ
ー
を
表
示
に
し
て
お
り
ま
す

町
内
に
は
そ
の
他
に
も
交
通
安
全

や
環
境
対
策
な
ど
の
看
板
も
設
置

し
て
お
り
、
過
度
な
情
報
と
な
る

こ
と
か
ら
新
た
に
設
置
す
る
考
え

は
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

質問答弁

　

木
曽
岬
町
の
生
徒
は
小
学
生
が

２
１
８
人
、
中
学
生
が
１
５
４
人

で
す
。
い
き
な
り
小
中
一
貫
校
は

難
し
い
で
す
が
、
将
来
的
に
は
必

要
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
と
私

は
思
い
ま
す
が
。

　

木
曽
岬
で
も
令
和
９
年
度
に
は

小
中
学
校
の
全
て
の
学
年
が
１
学

級
と
な
り
令
和
１４
年
度
に
は
児
童

生
徒
数
も
現
在
の
３
分
の
２
程
度

に
な
る
も
の
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

小
中
一
貫
校
の
設
置
に
つ
き
ま
し

て
は
現
在
の
所
考
え
て
は
お
り
ま

せ
ん
。

小中一貫校の設置は考えていない
答弁 質問

小中一貫校の
考えは

町
は
こ
の
よ
う
な
看
板
を

取
り
付
け
た
く
な
い
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ここが聞きたい

一般質問
議会だより

鎌田鷹介議員3番議席

子どもたちの未来を大人だけで決めていいの？

声や反応に考慮し取り組み方を検討します

　

令
和
５
年
４
月
１
日
よ
り
、
国

も
自
治
体
に
も
新
た
な
責
務
が
課

さ
れ
様
々
な
対
応
、
対
策
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
町
で
よ
り
多
く
の
子
ど
も
た

ち
の
声
に
耳
を
傾
け
、
考
え
を
把

握
す
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
取
り

組
み
や
、
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
の
現

状
と
課
題
を
お
聞
き
い
た
し
ま
す
。

　
こ
ど
も
の
意
見
反
映
に
係
る
措

置
を
講
ず
る
こ
と
を
国
や
地
方
自

治
体
に
対
し
、
義
務
づ
け
る
規
定

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
及
び
三
重
県
に
お
い
て
、
こ

ど
も
施
策
に
係
る
具
体
的
な
意
見

聴
取
の
テ
ー
マ
の
設
定
や
手
法
、

回
数
な
ど
の
頻
度
が
示
さ
れ
た
後

に
、
個
々
の
施
策
の
目
的
な
ど
に

応
じ
て
、
こ
ど
も
た
ち
の
声
や
反

応
を
考
慮
し
、
取
組
み
方
な
ど
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
ど
も
施
策
は
、
第
３
条
の
１

か
ら
６
ま
で
の
基
本
理
念
と
し
て

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
す
が

町
に
お
い
て
そ
の
こ
と
を
明
確
に

す
る
た
め
に
、
こ
ど
も
に
関
す
る

条
例
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ま
す

が
、
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か

お
聞
き
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
、
国
の
策
定
す

る
こ
ど
も
大
綱
及
び
三
重
県
の
策

定
す
る
都
道
府
県
こ
ど
も
計
画
の

施
策
内
容
を
確
認
し
た
後
に
、
市

町
村
こ
ど
も
計
画
の
策
定
と
、
こ

ど
も
基
本
法
に
関
係
す
る
条
例
の

制
定
な
ど
も
含
め
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質問答弁

システムづくりの課題は？

日本初！？  権利を大切に！？
こども基本法！

再質問再答弁大
事
な

こ
と
だ
し

つ
く
ろ
ー
？

う
ち
に

こ
ど
も
の
条
例
な
い
し・・・
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南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
」

が
発
表
さ
れ
、
町
に
大
き
な
被
害

が
な
く
て
も
「
巨
大
地
震
警
戒
」

が
出
た
場
合
に
は
、
高
齢
者
な
ど

要
配
慮
者
は
、
一
週
間
の
事
前
避

難
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
協

定
調
印
と
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
安

全
安
心
の
一
歩
前
進
で
す
が
、
要

配
慮
者
の
輸
送
手
段
は
、
バ
ス
の

手
配
は
ど
こ
へ
依
頼
さ
れ
て
い
る

か
、
要
配
慮
者
以
外
の
人
は
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
る
の
か
。
ど
こ
ま

で
の
広
域
避
難
確
保
か
町
内
の
指

定
緊
急
避
難
所
、
指
定
避
難
所
の

運
営
の
連
携
に
つ
い
て
お
尋
ね
い

た
し
ま
す
。

　

地
震
が
発
生
し
、
大
津
波
警
報
、

津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
掲
載
の
通
り
、
安

全
な
高
い
場
所
へ
と
避
難
し
、
警

報
が
解
除
さ
れ
る
と
、
一
旦
帰
宅

と
な
り
ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
警
報
が
、
発
表
さ
れ
た
場
合

は
、
町
は
高
齢
者
等
避
難
を
発
令

し
、
事
前
避
難
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
対
象
と
な
る
町
民
は
、

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
人
５
０

０
人
で
す
が
、
支
援
が
必
要
な
一

人
ひ
と
り
に
つ
い
て
「
誰
が
」「
ど

の
よ
う
に
し
て
」「
ど
こ
へ
」
個

別
避
難
計
画
の
作
成
を
進
め
て
お

り
、
事
前
避
難
が
心
配
な
方
の
実

数
を
把
握
し
、
超
大
型
台
風
に
よ

　
　
　
　
　

る
高
潮
同
様
に
避
難

　
　
　
　
　

行
動
要
支
援
者
に
対

　
　
　
　
　

し
て
は
、
町
で
バ
ス

　
　
　
　
　

を
手
配
し
ま
す
。
最

　
　
　
　
　

低
で
も
自
主
運
行
バ

　
　
　
　
　

ス
４
台
は
確
保
で
き

　
　
　
　
　

ま
す
。
避
難
所
運
営

　
　
　
　
　

は
、
自
主
防
災
会
の

　
　
　
　
　

役
割
が
非
常
に
重
要

　
　
　
　
　

と
な
る
こ
と
か
ら
、

　
　
　
　
　

組
織
力
の
向
上
に
努

　
　
　
　
　

め
て
ま
い
り
ま
す
。

広域、事前避難するの？

円滑な避難、避難所運営を自主的に

南海トラフに備え、調印式！？

伊藤好博議員9番議席

質問答弁

指定緊急避難所、指定避難所、
福祉避難所、広域避難所

と
っ
さ
の
判
断
で

避
難
所
を

選
択
で
き
る

方
法
を

命
を
守
る
こ
と
で
す木曽岬町防災ガイドブックＰ８．９
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議員活動と旧統一教会との関係に係るアンケート
以下のとおり８名の町議会議員にアンケートを行いましたので、

結果について掲載します。

質問事項

回答集計

Ｑ１）旧統一教会や関係団体から、運動員の派遣など選挙支援を受けた
　　　ことはありますか？
Ｑ２）旧統一教会や関係団体、関係者から献金や寄付を受けたりパーテ
　　　ィー券を買ってもらったりしたことはありますか？
Ｑ３）旧統一教会や関連団体のイベントの会費を支出したことがありま
　　　すか？
Ｑ４）旧統一教会や関係団体主催のイベントや会合に出席・祝辞・祝電
　　　等の関わりを持ったことはありますか？

服部芙二夫

三 輪 一 雅

伊 藤 好 博

後 藤 紀 子 いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

わからない

いいえ

いいえ

いいえ

Ｑ1 Ｑ2 Ｑ3 Ｑ4

古 村 　 護

鎌 田 鷹 介

加 藤 眞 人

伊 藤 　 守

議 員 名
質問番号
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議会日誌

７日●二十歳のつどい（議長）
８日●消防出初式
11日●議会広報常任委員会
12日●例月収納検査（監査委員）
　　●町村議長会・理事会（議長）
16日●議会運営委員会
17日●議会広報常任委員会
19日●桑名広域清掃臨時会（議長）
　　●桑名・員弁広域連合臨時会
　　　（副議長）
20日●議会臨時会

３日●子ども議会
８日●中学生と町議会議員とのふる
　　　さと懇談会

９日●桑名広域清掃定例会（議長）
　　●桑名・員弁広域連合定例会
　　　（副議長）
10日●例月出納検査（監査委員）
12日●美し国駅伝壮行会
　　　（議長、副議長）
13日●後期高齢者医療広域連合議会
　　　定例会（議長）
17日●議会全員協議会
19日●美し国駅伝
22日●町村議長会・理事会（議長）
24日●議会運営委員会
　　●桑名・員弁広域連合例月
　　　（副議長）

１日●第１回定例会開会日
７日●教育民生常任委員会
９日●総務建設常任委員会
10日●例月出納検査（監査委員）
14日●第１回定例会一般質問日
16日●第１回定例会閉会日・採決・
　　　行政視察

10日●例月出納検査（監査委員）
11日●議会広報常任委員会
17日●議会広報常任委員会

2023 月1

2023 月2

2023 月3

2023 月4

議 員ト ピ ツ ク ス

令和5年3月16日（木）　第1回定例会閉会後行政視察を行いました。

行 政 視 察

新しくなったトイレ
以前から古く使いづらかった木曽岬小学校外トイレ、町
体育館内トイレの改修工事が終わり、それらを視察しま
した。

木曽岬小学校外トイレ町体育館内トイレ
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会
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で
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中
学
生
の
み
な
さ
ん
に
魅
力
の
あ

る
町
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ま
た
、
編
集
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針
「
見
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す
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読
ま
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る
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」、「
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こ
こ
に
第
１
１
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号
の
議
会
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よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

新
し
く
な
っ
た
議
会
だ
よ
り
へ

の
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
も
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

議
会
広
報
常
任
委
員
会
一
同

　審議の内容は、木曽岬町議会会議録（福祉・教育センター２階、議会図書室にて公表）でご覧いただけます。
　また、役場ホームページでも議事録を順次公開しております。

第１回定例会議案等の審議結果です。
　●第１回定例会審議結果　・・・　全会一致で賛成でした。

各議案の賛否

議会をぜひ、傍聴にきてください。
　議会は、どなたでも傍聴することができます。皆様の生活に直結した
重要な問題が審議されます。お気軽にお越しください。
　本会議の当日、議場入口で傍聴の受付をしています。
※感染防止対策の為、マスクの着用、検温、手指消毒、入場制限等に
　ご協力をお願いします。

　なお、各日程等は変更する場合もございますので、お手数ですがホームペー
ジまたは議会事務局までお問合わせいただきますようお願いいたします。

傍聴者 声の

　定例会を傍聴して頂きありがとうございました。第１回定例会を傍聴された方は６名でした。
　毎回、定例会では傍聴アンケートをお願いし、議会運営の参考とさせていただいております。
　今後ともご理解ご協力をお願いいたします。

みなさまのご意見を
募集しています。

　議会に対して、普段、感じていること、疑問に
思うこと。また、要望など、どのような内容でも結
構です。ご意見、ご質問をお寄せください。

提 出 先

議会広報常任委員会（議会事務局）

E-mail：gikai@town.kisosaki.mie.jp

TEL68-6108
FAX66-3111

●内容もそうですが、伝えるという意識を持って話してほしいです。
　傍聴していても、議会だよりを読むこととと同じになっている現状かと思います。

議会に期待すること
●時間を作って聞きに来ている人がいるということの責任を持って、
　議会だよりでは感じられない話し手の意識を感じさせてほしい。

●6月　6日㈫　午前9時　 開会、議案上程

●6月13日㈫　午前9時　 一般質問

●6月15日㈭　午前9時　 議案採決、閉会

●5月17日㈬　午前9時　 開会、議案上程～採決、閉会

6月定例会、本会議の予定です。

５月臨時会の予定です。
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L. 115
き
そ
さ
き

の スポーツや文化活動が
地域を元気にする。

アルファベットのA～Z、
すべてを表す意味で「AZ」
すべての世代が様々なスポーツ・文化活動を楽しめる、

そんなクラブを目指しています。

4つのコンセプト

子どもたちへのきっかけづくり
親子や世代間の交流
仲間づくりの場の提供
体力づくり・健康維持

トマッピーと一緒に写真を撮りませんか！

木曽岬町議会事務局　TEL：0567-68-6108　FAX：0567-66-3111
e-mail：gikai@town.kisosaki.mie.jp【お問い合わせ先】

皆さんのところへトマッピーが出張します！
一緒に撮った写真を「議会広報」の表紙に掲載させていただきます。応募をお待ちしております。

2023年度
会員
募集中


